
2007年出上の木簡

丘蔵

・山
野
里

宿

遺
跡

（四
ッ
日
地
区
）

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
山
野
里
字
四
ッ
日

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
七
年

（平
１９
）
六
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
上
郡
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
島
田
　
拓

５
　
遺
跡
の
種
類
　
中
世
宿
場
跡

（船
着
場
。
自
然
流
路
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
後
半
―

一
六
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
野
里
宿
遺
跡
は
、
上
郡
町
中
小
部
を
南
北
に
貫
流
す
る
千
種
川
の
支
流
で

あ
る
安
室
川
の
西
岸
に
隣
接
す
る
。
調
査
地
の
北
方
に
は
、
山
陽
道
の
推
定

ル
ー
ト
が
東
西
に
伸
び
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
多
数
の
柱
穴

と
、
木
杭
を
細
い
枝
で
編
み
込

ん
で
構
築
し
た
護
岸
Ｓ
Ｗ
五
〇

を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｗ
五
〇
は
南

北
約

一
〇

・
人
ｍ
分
を
検
出
し

た
が
、
北
側
約
五

・
六
ｍ
の
範

囲
は
谷
大
か
ら

一
抱
え
大
程
度

の
礫
と
木
杭
で
護
岸
し
て
お
り
、

船
着
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｗ
五
〇
の
北
端
に
接
す
る
形
で
、
Ｓ
Ｘ

三
五
を
検
出
し
た
。
長
さ
約

一
。
三
ｍ
幅
約
四
Ｏ
ｃｍ
の
範
囲
で
板
材
が
残
存
し

て
お
り
、
そ
の
両
端
に
杭
跡
が
遺
存
し
て
い
た
。
腐
蝕
し
て
残
り
は
良
く
な
い

が
、
そ
の
検
出
位
置
と
構
造
か
ら
桟
橋
の
可
能
性
を
考
え
て
お
く
。

木
街
は
、
調
査
区
東
側
の
自
然
流
路
Ｎ
Ｒ

一
五

一
か
ら
五
点
出
土
し
た
。
Ｎ

Ｒ

一
五

一
か
ら
は
他
に
、
土
師
器
鍋
、
瓦
質
土
器
な
ど
の
煮
炊
具
が
大
量
に
出

土
し
、
赤
松
氏
ゆ
か
り
の
法
雲
寺
と
同
紋
の
軒
丸
瓦
も
出
土
し
て
お
り
、
調
査

地
周
辺
に
寺
院
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

な
お
、
龍
泉
窯
系
青
磁
椀
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
や
北
宋
銭

・
明
銭
な
ど
の
輸

入
銭
も
多
く
出
土
し
、
山
陽
道
と
千
種
川
が
交
差
す
る
結
節
地
点
の
宿
場
町
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
西
播
磨
に
お
け
る
物
流
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
遺
構
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
出
土
遺
物
か
ら

一
五
世
紀
後
半
か
ら

一
六
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔エ
カ
〕

⑪

　

「□
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（符
徐
）
戸
鬼
急
々
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律
令
　
　
　
　
（Ｐф卜Ｘ
】
述
自
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②

　

「咄
天
呈

（符
篠
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律
令
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ＰＮ泉
淫
道
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①
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字
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□
□
□
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□
□
□
□
□
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呈
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篠
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日
川
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含

伽
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×

り
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］
∞
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(上 郡)



（キ
ャ
×
カ
ャ
と
フ
ャ
×
バ
ャ
×
ア
？
×
バ
ク
）

働

「
■

１

玉

く

Ｒ

４

　

　

　

」
（∞
∞
『
）
×
６
］
×
豪
ｏ
ｏ
Ｐ

ω
は
呪
符
木
簡
。
短
冊
型
と
思
わ
れ
、
上
端
と
左
右
両
辺
を
丁
寧
に
削
る
が
、

上
部
の
大
半
を
折
損
す
る
。
下
端
は
折
れ
て
い
る
が
、
「
戸
鬼
急
々
如
律
令
」

と
判
読
で
き
る
。

②
は
短
冊
型
の
呪
符
木
簡
。
四
周
を
丁
寧
に
削
る
。
墨
の
残
り
が
悪
い
が
、

文
字
の
浮
き
上
が
り
で
符
篠
以
外
の
部
分
は
判
読
で
き
る
。

①
は
、
上
端
と
左
右
両
辺
を
削

っ
て
調
整
し
て
い
る
が
、
下
端
を
切
断
、
ま

た
左
右
二
片
に
折
損
し
て
い
る
。
中
央
上
部
に
梵
字
を
配
す
る
が
、
残
り
の
文

字
は
判
読
不
能
。

⑭
は
呪
符
木
簡
。
短
冊
型
と
思
わ
れ
る
が
、
下
端
を
折
損
し
て
い
る
。
上
端

と
左
右
両
辺
は
丁
寧
に
削

っ
て
調
整
。
裏
面
に
も
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
文

字
か
ど
う
か
は
不
明
。

①
は
卒
塔
婆
。
上
端
か
ら
左
右
両
辺
は
丁
寧
に
削

っ
て
い
る
が
、
下
端
は
折

損
。
墨
の
残
り
は
悪
い
が
、
文
字
の
浮
き
上
が
り
で
判
読
可
能
。
戒
名
部
分
に

つ
い
て
は
、
判
読
不
能
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
の

渡
辺
晃
宏

・
山
本
崇
両
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（島
田
　
拓
）
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